龍谷大学（立命館大学担当班）のレジュメ

１「介護保険制度は、住民参加を通じて地域独自の介護保険体制をつくり上げていく事を 目指している」について。

   本当に住民の参加を目指すものであるのか？
   現在の介護保険制度は住民を遠ざけているのではないか？
２「介護保険制度は、地域住民のニーズをすばやく行政に反映する為とある」について。昔の措置制度の方が行政側は責任をもって対応していたのでは？
３「過渡期における緊急避難的な対策」について。

   一度でもそういった形を取ってしまうとやめられなくなるのではないか？
４ 範囲を拡大する事で地域住民参加の形がますます失われるのではないか？

５ 広域連合の形を導入してしまうと現在の形でうまくいっている自治体の足を引っ張る

   ことになるのではないか？

６ 範囲を拡大する事で地域住民参加の形がますます失われるのではないか？

 龍谷大学側からの提案

「低所得者対策として介護レベルや収入に応じた課税制度」

「教育に関する見直し」

「介護義務年度の導入」

 今回の論点

・行政の果たす役割について。

・地域格差は是か否か？

・広域連合は是か否か？
